
○

※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆４，８２０億円（総会計）

うち 震災対応分 297,473 207,575 1,739 209,314 70.4

計（総会計） 1,669,226 1,744,553 4,838 1,749,392 104.8

うち 震災対応分 379 285 285 75.2

公 営 企 業 会 計 48,338 46,780 369 47,149 97.5

うち 震災対応分 790 627 627 79.4

準公 営 企業 会計 4,012 3,848 20 3,868 96.4

うち 震災対応分 3,215 1,971 1,971 61.3

特 別 会 計 440,080 409,514 409,514 93.1

うち 震災対応分 293,088 204,691 1,739 206,430 70.4

一 般 会 計 1,176,795 1,284,412 4,449 1,288,861 109.5

現計予算額

令和２年度３月補正予算（第１３号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算は、令和３年２月１３日に発生した福島県沖を震源とする地震被害への

対応として、港湾施設及び漁港施設等の応急復旧費や国の災害査定に係る調査費のほか、

県有文化施設や県有体育施設など公共施設の復旧に要する経費を予算化

今回補正額 補正後予算額 B

　また、地震対応として交付されることになった東日本大震災復興交付金の追加申請分に

係る交付見込額を基金に積み立てるとともに、これを取り崩して農地・農業用施設の復旧

に要する経費を予算化

　※平成２２年度から令和元年度は最終予算額、令和２年度は３月補正（第１３号）後現計の累計

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
令和元年度
最終予算額

 A

令和２年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100
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